
 1 

マラカイトグリーン（塩酸塩等）（CAS no. 569-64-2） 

 
文献信頼性評価結果 
 

示唆された作用 
エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

－ ○ － － ○ ○ － － 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
マラカイトグリーンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、視床

下部―下垂体―甲状腺軸への作用への作用を示すこと、試験管内試験の報告において、抗エストロ

ゲン作用を示すことが示唆された。 
 
(１)甲状腺影響 

 Culp ら(1999)によって、マラカイトグリーン(塩形体の記載なし、Chemsyn、94%) 25、100、300、
600、1,200ppm (餌中濃度)を６～７週齢から 28 日間混餌投与した雌雄 F344 ラットへの影響が

検討されている。その結果として、雌において 300ppm以上のばく露群で肝臓相対重量の高値、

1,200ppm のばく露群で体重の低値、血中 γ-グルタミルトランスフェラーゼ活性の高値が認め

られた。雄において 600ppm 以上のばく露群で肝臓相対重量の高値、1,200ppm のばく露群で血

中 γ-グルタミルトランスフェラーゼ活性の高値が認められた。なお、体重には影響は認められ

なかった。 
また、マラカイトグリーン(塩形体の記載なし、Chemsyn、94%) 1,200ppm (餌中濃度)を６～

７週齢から４又は 21 日間混餌投与した雌雄 F344 ラットへの影響が検討されている。その結果

として、雌において血中サイロキシン濃度(４、21 日後)の低値、血中トリヨードサイロニン濃

度(21 日後)の高値が認められた。なお、血中甲状腺刺激ホルモン濃度には影響は認められなか

った。雄において、血中トリヨードサイロニン濃度、血中サイロキシン濃度、血中甲状腺刺激

ホルモン濃度には影響は認められなかった。 
想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 
なお、本試験結果の解釈にあたっては、雌において甲状腺影響が認められた用量で体重の低

値が認められている点に注意を要すると判断された。 
 

(２)抗エストロゲン作用 

 Ohta ら(2012)によって、マラカイトグリーン(Malachite green base、Sigma-Aldrich、90%)３、10、
30、100mg/kg/day を８週齢から７日間経口投与(毎回投与 15 分後に 17α-エチニルエストラジオ

ール 0.6μg/kg/day を皮下投与)した雌 C57BL/6J マウス(６週齢で卵巣摘出処置済)への影響が検

討されている。その結果として、100mg/kg/day のばく露群で子宮絶対重量(blotted)の低値が認

められた。 
また、マラカイトグリーン(Malachite green base、Sigma-Aldrich、90%) 10、30、100、300mg/kg/day

を８週齢から７日間皮下投与(毎回投与 15 分後に 17α-エチニルエストラジオール 0.6μg/kg/day
を皮下投与)した雌 C57BL/6J マウス(６週齢で卵巣摘出処置済)への影響が検討されているが、
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子宮絶対重量(blotted)には影響は認められなかった。 
なお、本影響については細胞機能の低下を反映した影響の可能性もある点に注意を要すると

判断された。 
 Jiao ら(2008)によって、マラカイトグリーン(塩形体の記載なし、Sigma) 0.00001、0.001、0.1、

１、10μM(=0.00365、0.365、36.5、365、3,650μg/L、塩酸塩換算)の濃度に６時間ばく露(17β-エ
ストラジオール５nM 共存下)した酵母(キンギョ由来エストロゲン受容体 αを発現)によるレポ

ータージーンアッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いた β-ガ
ラクトシダーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、0.00001μM(=0.00365μg/L)以上

の濃度区で β-ガラクトシダーゼ発現誘導の阻害が認められた。 
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